
 

 

NEWS RELEASE
市政記者各位                                                           平成 29 年 9 ⽉ 27 ⽇ 

福岡市博物館 

第 13 回福岡市史講演会 
遺跡からみた福岡の対外交流 

―⻄部の遺跡を中⼼として― 
10 ⽉ 7 ⽇（⼟）開催 

福岡市では、福岡の豊かな歴史遺産を次世代に伝えるために、平成 22 年より『新修 福岡市史』
を刊⾏しています。また、刊⾏準備が本格化した平成 17 年から毎年、福岡市の歴史に関する講演
会を開催しています。 

第 13 回⽬の今回は、福岡市の⻄部地域（⻄区、早良区、城南区）の発掘調査の成果に基づいて
福岡の歴史を紹介する講演会を開催します。これらの地域は、⼀昔前までのどかな⽥園⾵景の広
がっていたエリアが多くを占めます。そこに、都市化の波が押し寄せたとき、数々の遺跡が掘り
起こされ、遥か過去の激動の歴史が呼び覚まされました。 

⼤陸や半島と交流し、福岡の地を舞台に、新しい⽣産・経済の仕組みをつくり、社会を発展さ
せてきた先⼈たちの営みを再確認します。是⾮当⽇の取材をしていただきますよう、お願いいた
します。 

【講演会概要】 
⽇時 2017 年 10 ⽉ 7 ⽇（⼟） 13:00〜16:30 

場所 福岡市博物館講堂 定員 240 名 

内容 第 1 部 記念講演 
（１）「今⼭産伐採⽯斧⽣産と頒布の歴史的評価について」40 分 

講師 下條信⾏⽒（愛媛⼤学名誉教授） 
（２）「今宿地区古墳群と朝鮮半島」40 分 

講師 柳沢⼀男⽒（宮崎⼤学名誉教授） 
第 2 部 パネルディスカッション 
「歴史書の⼀節から福岡⻄部の遺跡のあり⽅を考える」 

（１）報 告 各 20 分×3 本＜14：40〜15：50＞ 
報告者 常松幹雄（福岡市 ⽂化財部 埋蔵⽂化財課⻑） 
報告者 森本幹彦（福岡市博物館 学芸員） 
報告者 菅波正⼈（福岡市 ⽂化財部 鴻臚館跡整備係⻑） 

（２）パネルディスカッション＜16：00〜16：30＞ 
※事前のお申し込みは不要です。 

当⽇、11:30 より会場前にて⼊場整理券を配布いたします（先着順） 
※⼊場無料 資料代 200 円（希望者のみ） 

■お問い合わせ先  
福岡市博物館 市史編さん室 ⽶倉、⽇吉、杉⼭ 
〒814-0001 早良区百道浜 3-1-1 電話 092-845-5011 FAX845-5019 

重要文化財 多鈕細文鏡（吉武高木遺跡出土） 

国（文化庁）所蔵 福岡市博物館で公開 

鋤崎古墳石室現物大模型（福岡市博物館） 

吉武高木遺跡（福岡市西区） 
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